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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、ツツジ科スノキ属のビルベリー（Vaccinium myrtillus L.）が含有するポリフ
ェノールの一種アントシアニンについて、各種細胞障害に対する保護作用の検討を目的
として行われた。はじめに、ビルベリーやブルーベリーを含む 10種類のベリー果実につ
いてアントシアニン成分の定性定量分析を行い、ビルベリー生果実が他のベリーと比較
してアントシアニンを高含有することを明らかにした。つぎに、太陽光に含まれる紫外
線（UVA）並びに青色 light-emitting diode（LED）光など短波長の光が網膜視細胞に及ぼ
す影響とビルベリーの薬理作用を検討した。マウス網膜視細胞を用いた in vitroモデルに
おいて、健康食品で利用されるビルベリーエキス並びに主成分のアントシアニジンは、
UVAおよび青色 LED光誘発網膜視細胞障害を抑制することを明らかにした。最後に、ビ
ルベリーの抗潰瘍作用メカニズム解明を目的とし、エタノール誘発マウス胃潰瘍モデル
を用いてビルベリーエキスの薬理作用を検討した。その結果、ビルベリーエキスはフリ
ーラジカル捕捉作用並びに脂質過酸化抑制作用を介して抗潰瘍作用を有することが示唆
された。以上、本研究は各種細胞障害に対するビルベリーとアントシアニンの有用性を
示し、これら食品成分が予防医療に大きく寄与することが期待されたことから、博士（薬
学）論文として価値あるものと認める。 
